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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
よ
う
や
く

　
　
　
　
秋
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

西
側
へ
移
動
し
経
友
会
の
O
B
と
現
役

学
生
・
教
員
と
の
交
流
を
深
め
、
懇
親
の

場
と
し
て
会
員
相
互
の
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
総
会
以
外
で
も
学
生
を
含
め
た

交
流
の
場
を
増
や
す
所
存
で
す
の
で
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幹
事
会
等
へ

の
ご
参
加
と
と
も
に
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

異
常
に
暑
く
大
型
の
台
風
に
も
見
舞
わ

れ
た
今
年
の
夏
も
や
っ
と
過
ぎ
去
り
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
後
期
授
業
が
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年
六
月
に
開
催
し
て
い

る
白
門
経
友
会
定
期
総
会
は
今
年
で

二
十
九
回
目
と
な
り
、
下
段
に
記
載
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
、
審
議
事
項
は

滞
り
な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
今
回
も
生
協
三
階

中
川 

康
弘 

准
教
授
が
留
学
生
教
育

学
会
の
第
十
回
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し

ま
し
た

　

中
川 

康
弘 

准
教
授
が
二
〇
一
九
年
八

月
二
十
三
日
、
留
学
生
教
育
学
会
の
第
十

回
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
題
目

と
講
評
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◇
論
文
題
目

　

留
学
生
は
学
内
で
ど
の
よ
う
に
自
己

存
在
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
か
―
「
ま

な
ざ
し
」
と
対
峙
す
る
学
部
留
学
生
の

語
り
か
ら
― 

『
留
学
生
教
育
』
第
23
号

◇
講
評
の
概
要

　

周
囲
か
ら
の
「
ま
な
ざ
し
」
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
か
を
、
留
学
生
自
身
の
語
り
を
通

し
て
明
ら
か
に
し
た
本
論
文
は
、
日
本
の

大
学
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
留
学
生
教
育

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
意
義
は
大
き

い
。
論
旨
が
明
快
で
新
規
性
も
高
く
、
今

後
の
研
究
が
期
待
で
き
る
優
れ
た
論
文
と

し
て
、
学
会
誌
編
集
委
員
会
全
員
一
致
で

優
秀
論
文
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
十
九
回
　
白
門
経
友
会
　
定
期
総
会
概
要

  

日
時

令
和
元
年
六
月
八
日
（
土
）
午
後
二
時
開
会

  

場
所

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス 

七
号
館 

七
一
○
三
教
室

  

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、 

定
期
総
会　
（
午
後
二
時
〜
二
時
四
十
五
分
）

　
　

①
平
成
三
十
年
度　
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
　

②
令
和
元
年
度　

事
業
計
画
・
予
算
案

　
　

③
そ
の
他

二
、 

記
念
講
演
会　
（
午
後
三
時
〜
四
時
三
十
分
）

　
　

演
題　
「
情
報
化
と
社
会
」

　
　
　
　
　
　
　

─
そ
の
歴
史
と
今
後
の
展
望
―

　
　

講
師　

佐
藤
文
博 

教
授
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「
国
際
開
発
論
（
林 

光
洋
教
授
担
当
）」

の
特
別
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
九
月
二
十
四
日
（
火
）
三
限
の
経
済

学
部
「
国
際
開
発
論
（
林 

光
洋
教
授
担

当
）」
に
お
い
て
、
三
井
物
産
株
式
会

社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
発
第
二
部
第
二
営
業
室
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー 

山
田 

晃
一
氏
（
経
済
学
部
国

際
経
済
学
科
二
〇
〇
九
年
卒
・
林
ゼ

ミ
三
期
生
）
を
お
迎
え
し
「
世
界
か
ら

電
気
の
無
い
村
を
な
く
そ
う
―
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
分
散
電
源
へ
の
挑

戦
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。　

　

山
田
氏
は
、
本
学
経
済
学
部
在

学
中
に
多
彩
な
活
動
を
経
験
さ
れ
、

二
〇
〇
九
年
に
三
井
物
産
株
式
会
社
に

入
社
、
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
ら
れ

ま
し
た
。
同
氏
の
計
画
は
、
E
S
G

（
E
n
v
i
r
o
m
e
n
t
、
S
o
c
i
a
l
、

G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
）
の
観
点
を
踏
ま

え
た
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
分
散
電
源
事
業

の
拡
充
（
現
地
で
の
I
C
T
化
の
進
展

を
背
景
と
し
た
）、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て

イ
ン
ド
さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
の
非
電
化
地

域
に
住
む
低
所
得
者
層
の
生
活
を
向
上
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
計
画
の
事

業
化
ま
で
の
最
前
線
で
の
取
り
組
み
が
熱

く
語
ら
れ
、
参
加
者
は
引
き
込
ま
れ
る
よ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
授
業
は
、
O
D
A
だ
け

で
な
く
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
途
上

国
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
大
学
で
の

学
び
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
ど
の
よ
う
に
役
に
立

つ
の
か
、
さ
ら
に
は
総
合
商
社
で
の
仕
事

の
醍
醐
味
と
い
っ
た
こ
と
を
直
接
学
び
、

二
〇
一
九
年
度
第
一
回
日
本
語
検
定

に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た

　

二
〇
一
九
年
度
第
一
回
（
通
算
二
十
五

回
）
日
本
語
検
定
に
お
い
て
、
中
央
大
学

が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
生
二
十
六
名
、
法
学
部
生
一

名
の
計
二
十
七
名
が
団
体
受
験
を
し
、
そ

の
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
た
め
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
し
た
学
生
は
主

に
本
学
部
の
「
入
門
I
C
T
演
習
」「
演

習
２
」
の
履
修
生
で
す
。

　
「
日
本
語
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
ス
キ
ル
と
考
え
、

積
極
的
に
本
検
定
の
受
験
を
推
奨
し
た
結

果
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 賞状と盾は経済学部事務室に飾ってあります。

唐
成
ゼ
ミ
が
「
銚
子
市
観
光
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た

　

二
〇
一
九
年
七
月
十
三
日(

土)

、
唐

成
ゼ
ミ
九
名
に
よ
る
「
中
央
大
学
唐
成

ゼ
ミ
・
銚
子
市
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
中
間
報
告
会
」
が
銚
子
勤
労

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
年
生
五
名
が
「
観
光

に
よ
る
地
方
創
生
は
可
能
か
―
銚
子
の

事
例
研
究
を
通
じ
て
―
」
を
発
表
し
、

銚
子
市
の
観
光
業
が
抱
え
る
課
題
を
独

自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
銚
子
観
光

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
林
ゼ
ミ
の
学
生
が
同
氏

を
囲
ん
で
活
発
に
質
疑
応
答
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
模
擬
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
八
月
三
日
（
土
）、
四
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
二
名
の
教
員
が
模
擬
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

経
済
学
部 

三
船 

毅
教
授
に
よ
る
『
経

済
学
で
選
挙
を
見
る
―
投
票
す
る
か
・
そ

れ
と
も
棄
権
か
―
』、
経
済
学
部 

吉
見 

太

洋
准
教
授
に
よ
る
『
為
替
レ
ー
ト
と
経
済

赤
羽
ゼ
ミ
が
台
湾
淡
江
大
学
の
日
文

学
科
と
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
九
月
九
日
（
月
）、
経
済
学
部
の
赤
羽

ゼ
ミ
生
（
二
年
、
三
年
）
が
台
湾
の
淡
江

大
学
日
文
学
科
を
訪
問
し
、
同
学
科
冨
田

哲
先
生
が
ご
指
導
さ
れ
て
い
る
学
生
さ
ん

と
学
生
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
紹
介
を

行
い
、
そ
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
「
日
本

と
台
湾
の
経
済
関
係
」「
日
本
と
台
湾
の

大
学
生
活
の
違
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話

し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

同
世
代
の
外
国
人
学
生
と
の
交
流
は
、

赤
羽
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
大
変
刺
激
的
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

「
経
済
学
部
創
立
百
周
年
記
念
奨
学
金
」
募
金 

中
央
大
学
経
済
学
部
生
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
活
動
へ
ご
支
援
の
お
願
い 

　

経
済
学
部
で
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
三

つ
の
実
践
教
育
を
柱
と
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
活
躍
す
る
力
を
養
う
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
活
動
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
お
り

ま
す
。

　

学
部
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
寄
せ
ら

れ
た
寄
付
を
原
資
に
二
〇
〇
九
年
に
創
設

し
ま
し
た
「
経
済
学
部
創
立
百
周
年
記
念

奨
学
金
」
で
は
、
こ
の
十
年
間
で
約
二
百

名
の
学
生
の
活
動
を
後
押
し
し
、
各
々
が

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
原
資
で
あ
る
奨
学
基
金
が
三
年
後

に
は
尽
き
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、多
様

な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
指
す
学
生
た
ち
の

活
動
を
引
き
続
き
金
銭
面
か
ら
後
押
し
し

た
く
、「
経
済
学
部
創
立
百
周
年
記
念
奨

学
金
」へ
の
追
加
と
い
う
形
で
皆
様
の
ご
支

援
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経済学部創立百周年記念奨学金 募金

目標金額　6,000 万円　個人：一口 1万円
（なお、金額にかかわらずありがたくお受けいたします）

寄付申込・払込方法や税制上の優遇措置など、詳し
くはWEB サイトをご覧ください。パソコンからは
中央大学ホームページの経済学部トップから下のバ
ナーをクリック。スマートホンからは QRコード読
込みでお進みください。

（
学
）』
の
二
本
で
す
。
動
画
は
そ
れ
ぞ
れ

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
y
o
u
t
u
b
e
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
（
約
四
十
分
）。

業
の
課
題
に
対
す
る
施
策
の
提
案
を
し

ま
し
た
。

　

四
年
生
四
名
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

る
地
方
創
生
―
銚
子
へ
の
提
案
―
」
と
し

て
訪
日
中
国
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
、
詳
細
な
分
析
を
す
る
こ

と
で
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
現
性
の
高
い

観
光
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
銚

子
信
用
金
庫
、
銚
子
市
役
所
や
観
光
協
会

の
方
々
と
の
意
見
交
流
の
時
間
を
設
け
、

今
後
の
課
題
や
施
策
に
つ
い
て
活
発
に
議

論
し
ま
し
た
。

千葉県銚子市の地方創生を 2
年間にわたって研究してきた
唐成ゼミの 3 年生・4 年生が、
それぞれの研究内容を発表し
ました。
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え
、
あ
の
先
生
が
　
シ
リ
ー
ズ
㉚　

　
　
　

経
済
学
部
教
授　

赤
羽　

淳

　

平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
年
度
）
に

中
央
大
学
経
済
学
部
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
赤
羽
淳
（
あ
か
ば
ね
じ
ゅ
ん
）
と

申
し
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
は
経
営
学
の
講
義
の
ほ

か
、
各
学
年
の
演
習
や
英
語
開
講
科
目

G
l
o
b
a
l 

L
e
a
d
e
r
s
h
i
p

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
専
門
は
、
新
興

国
市
場
を
中
心
と
し
た
も
の
づ
く
り
企
業

の
経
営
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
挨
拶
が
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

着
任
し
て
す
で
に
一
年
半
が
経
ち
ま
す

が
、
中
央
大
学
の
第
一
印
象
は
「
規
模
が

大
き
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
任
校
は

比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
公
立
大
学
で
し
た

の
で
、
そ
こ
と
比
べ
る
と
中
央
大
学
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
も
組
織
構
造
も
巨
大
に
感
じ

た
次
第
で
す
。
ま
た
着
任
し
て
か
ら
し
ば

ら
く
は
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
自
身
が
何

階
に
い
る
の
か
困
惑
す
る
こ
と
も
多
く
、

目
的
の
場
所
ま
で
た
ど
り
着
く
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
学
生
の
数
も
非
常
に
多
く
、

朝
夕
の
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
の
混
雑
ぶ

り
に
は
、今
で
も
圧
倒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
そ
う
し
た
「
規
模
の
大
き
さ
」

の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
図
書
館
や
経

理
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
設
の

充
実
ぶ
り
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
貸
し
出
し
P
C
機
器
類
や
経
済
学
部
図

書
館
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
用
施
設
な

ど
、
学
生
向
け
の
イ
ン
フ
ラ
も
相
当
程
度

整
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
で
、
教
育
、
研

究
活
動
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
今
の
環
境

を
自
分
は
素
直
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

自
分
は
社
会
に
出
て
す
で
に
二
十
年
あ

ま
り
の
月
日
が
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
は
そ
こ
ま
で
長

く
な
く
、
今
年
で
八
年
目
と
な
り
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
に
大
学
教
員
に
な
る
前

は
、
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
戦
略
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
働
い
て
お
り
ま

し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
と
学
生

か
ら
の
人
気
も
高
く
、
花
形
職
業
の
よ
う

に
も
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
仕
事
内

容
は
実
際
に
泥
臭
く
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
「
切
っ
た
・
貼
っ
た
」
の
要
素
も
か

な
り
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た
だ

一
方
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
経
験
は
、自
分
の
研
究
・

教
育
活
動
に
貴
重
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
往
時

の
経
験
が
今
の
自
分
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
（
核
心
的
な
強
み
）
に
な
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
大
学
は
、
あ
く
ま
で
も
「
学

問
」
を
研
究
、
教
育
す
る
場
で
す
の
で
、

論
文
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
枠
組
み
で
執
筆

し
て
お
り
ま
す
し
、
講
義
や
ゼ
ミ
で
は
経

営
学
の
学
問
体
系
を
中
心
に
教
え
て
お
り

ま
す
。
た
だ
例
え
ば
、
普
段
の
講
義
の
中

に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
自
身
の
現
場
で
の
経
験

談
を
混
ぜ
て
や
っ
た
り
す
る
と
、
学
生
た

ち
の
理
解
力
が
ぐ
っ
と
深
ま
っ
た
り
も
し

ま
す
。
理
論
と
実
践
を
つ
な
ぐ
実
学
の
重

要
さ
は
各
所
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
よ
う
な
「
亜
流
」
の
経
歴
を
も
っ

た
人
間
こ
そ
が
実
学
の
先
頭
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
変
僭
越
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
に
自
ら
を
鼓
舞
し
、
こ

れ
か
ら
も
教
育
、
研
究
活
動
に
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

編
集
後
記

　

秋
に
な
る
と
、
推
薦
入
試
な
ど
特
別
入

試
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
教
員
は
面
接
官

な
ど
の
仕
事
に
か
り
出
さ
れ
ま
す
。
近
年

入
試
に
あ
た
っ
て
「
主
体
性
を
持
っ
て
多

様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」
を
評

価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

勢
の
受
験
者
が
受
験
す
る
二
月
の
一
般
入

試
で
は
難
し
い
の
で
、
本
学
部
で
は
、
特

別
入
試
の
中
で
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働

性
を
評
価
し
選
抜
す
る
た
め
に
高
大
接
続

入
試
を
導
入
し
ま
し
た
。
中
大
経
済
学
部

を
引
っ
張
っ
て
い
く
よ
う
な
主
体
性
の
溢

れ
た
学
生
が
受
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
で
す
し
、
教
員
に
は
、
そ
の
よ
う

な
可
能
性
を
秘
め
た
学
生
を
見
抜
く
眼
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
常
任
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）
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